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中 谷  稔 氏  阿 部 株 式 会 社 元 従 業 員  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

を 迎 え た  

 

 

そ の 後 、 他 企 業 の も と で 綿 織 物 と タ オ ル 製 造 は 継 続 さ れ た が 、 阿

部 ( 株 ) に と っ て 激 動 の 時 期 を も っ と も 近 く で み つ め て き た 人 物 が 、

中 谷 稔 氏 で あ る 。 キ リ ス ト 者 で も あ る 中 谷 氏 は 、 阿 部 平 助 と も 通 ず

る 。 今 治 タ オ ル の 歴 史 に 名 を 刻 む 阿 部 ( 株 ) の 最 後 の 様 子 を 、 中 谷 氏

の 人 生 と と も に 振 り 返 る 。  

 

な か た に ・ み の る  ☆  1 9 3 4 年 、 東 京 都 大 田 区 蒲 田 矢 口 渡 生 ま れ 。 父 親 が

鉄 道 省 の 官 僚 で あ っ た た め 、幼 少 の 頃 は 東 京 と 各 地 を 転 々 と す る 。戦 災 と 父

親 の 死 を き っ か け に 、 1 9 4 6 年 、 家 族 と 今 治 に 移 住 し 、 同 年 4 月 か ら 愛 媛

県 立 今 治 中 学 校 へ 入 学 。 愛 媛 県 立 今 治 西 高 等 学 校 、 大 阪 市 立 大 学 商 学 部 （ 夜

間 ）を へ て 、1 9 5 2 年 に 岩 田 商 事 ㈱ に 就 職 。1 9 5 4 年 の 同 社 破 産 後 、阿 部 ( 株 )

大 阪 支 店 に 入 社 。 1 9 8 2 年 の 阿 部 ( 株 ) の 最 後 を 見 届 け た の ち 、 阿 部 ( 株 ) の 事

業 を 引 き 継 い だ ト ウ ヨ テ リ ー ( 株 ) に 勤 務 し 、 2 0 0 4 年 に 現 役 を 引 退 。  

 

「 今 治 タ オ ル の 始 祖 」 と 言 え ば 、

阿 部 平 助 。 こ の 阿 部 平 助 が 1 8 9 6

年 に 起 業 し て 設 立 し た の が 阿 部

( 株 ) で あ る 。 阿 部 ( 株 ) は 、 戦 前 か ら

今 治 綿 織 物 業 を 支 え て き た 老 舗 企

業 の ひ と つ で あ り 、綿 織 物 と タ オ ル

の 製 造 を お こ な っ て き た 。 し か し 、

安 定 成 長 期 に 入 っ た 頃 よ り 主 力 の

綿 織 物 の 需 要 が 減 少 し 、ま た 経 営 上

の 問 題 を 抱 え て 、1 9 7 0 年 代 後 半 に

存 続 の 危 機 を 迎 え た 。そ し て 残 念 な

こ と に 、 1 9 8 2 年 、 阿 部 ( 株 ) は 他 企

業 に 全 株 式 を 売 却 し 、長 い 歴 史 に 幕

を 閉 じ た 。  

 

 中 谷  稔 氏  
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1 ．  幼 ・ 少 年 時 代  

 

戦 災 と父 親 の死 が、わたしを今 治 に導 いた 

 

中 谷 稔 氏 の 父・信 之 氏 は 、戦 前 、鉄 道 省 工 作 局 の 官 僚 で 国 鉄   に

勤 め て い た 。 そ の 関 係 で 、 中 谷 氏 は 4 人 兄 弟 姉 妹 の 長 男 と し て 東 京

都 大 田 区 蒲 田 の 矢 口
や ぐ ち の

渡
わたし

で 生 ま れ 、 そ の 後 、 1 9 3 8 年 の 幼 稚 園 入 園 時

に 大 宮（ 埼 玉 県 ）、1 9 4 0 年 の 小 学 校 1 年 入 学 時 に 多 度 津（ 香 川 県 ）

に 引 っ 越 し 、 ほ ぼ 2 年 毎 に 東 京 と 地 方 を 転 々 と し た 。 今 治 へ は 、 小

学 校 1 ・ 2 年 を 過 ご し た 多 度 津 時 代 に 、 家 族 と 一 緒 に 訪 れ た こ と が

あ る 。 中 谷 氏 に と っ て 、 こ れ が 最 初 の 今 治 と な っ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 谷 氏 が 生 ま れ た 1 9 3 4 年 は 、 1 9 2 9 年 の 世 界 恐 慌 、 1 9 3 1 年 の

満 州 事 変 、 さ ら に は 先 進 諸 国 に お け る 帝 国 主 義 の 高 揚 と ブ ロ ッ ク 経

済 化 に よ っ て 、 日 本 を と り 巻 く 政 治 お よ び 経 済 情 勢 が い よ い よ 悪 化

の 一 途 を 辿 っ て い っ た 時 期 で あ り 、 1 9 4 1 年 に は 太 平 洋 戦 争 が 勃 発

し た 。  

父 の 信 之 氏 は 、 第 二 次 世 界 大 戦 中 、 陸 軍 執 政 官 と し て フ ィ リ ピ ン

中 谷 氏 の 祖 母 で あ る 梅 代
う め よ

の 姉 末
す え

が 、 阿

部 平 助 の 実 弟 ・ 光 之 助 の 長 男 の 陽 太 郎 に

嫁 い で お り 、 現 在 の 広 小 路 に あ る 今 治 郵

便 局 あ た り に 邸 宅 を 構 え て い た 。 こ の 周

辺 は 、 戦 火 で す べ て 焼 け て し ま っ た が 、

そ の 前 に 中 谷 氏 は 家 族 そ ろ っ て 阿 部 陽

太 郎 の 邸 宅 を 訪 問 し て い た 。  

阿 部 光 之 助 は 、 兄 の 平 助 と と も に

1 8 9 6 年 に 阿 部 合 名 会 社 を 設 立 し 、 伊 予

綿 ネ ル 業 組 合 の 組 合 長 に 就 任 す る な ど

実 業 界 で 活 躍 し 、 ま た 初 代 今 治 町 長 や 県

会 議 員 も 務 め 、 今 治 の 地 域 経 済 の 発 展 に

貢 献 し た 人 物 で あ る 。  

誕 生 し て 間 も な い 0 歳 の 頃  

（ 写 真：中 谷 稔 氏 提 供 ） 

LOOKS
ノート注釈
1906年に「鉄道国有法」が制定され、幹線の国有化を実施。この頃から国鉄という名称が一般化した。そして、1949年の「日本国有鉄道法」施行により、政府の全額出資によって再スタートを切った。1987年、国鉄はJR7グループに分割されて民営化され、現在に至る。
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日 本 に 残 さ れ た 母 親 と 4 人 の 子 供 た

ち は 、戦 中 も 東 京 と 地 方 を い っ た り 来 た

り し た 。中 谷 氏 自 身 は 、1 9 4 2 年 に 明 石

（ 兵 庫 県 ） の 人 丸 国 民 学 校 の 3 年 に 編

入 し 、1 9 4 4 年 に ふ た た び 東 京 に 戻 っ て

調 布 大 塚 国 民 学 校 の 5 年 生 に 編 入 し た 。

そ の 後 、 終 戦 間 際 の 1 9 4 5 年 3 月 か ら

5 月 に 調 布 大 塚 国 民 学 校 か ら 2 0 数 名 で

静 岡 県 田 方 郡 の 伊 豆 畑 毛 温 泉 に 集 団 疎

開 し 、 同 年 6 月 か ら 9 月 に は 岩 手 県 紫

波 郡 の 陰 里 寺 に 集 団 疎 開 し た 。 そ し て 、

の マ ニ ラ に 派 遣 さ れ 、 マ ニ ラ 鉄 道 を 管 理 す る 任 務 に 就 い て い た 。 マ

ニ ラ は 、 日 本 の 南 洋 諸 島 を 統 括 す る 重 要 な 拠 点 で あ り 、 戦 争 末 期 に

は 連 合 軍 と の 激 戦 地 と も な っ た 場 所 で あ る 。父 親 の 同 期 に は 、1 9 2 4

年 に 鉄 道 省 に 入 省 し た 佐 藤 栄 作   と 1 9 2 5 年 に お な じ く 鉄 道 省 に

入 省 し た 島 秀 雄   が い る 。 と く に 、 佐 藤 栄 作 と は あ る 時 期 家 族 ぐ

る み の 付 き 合 い が あ り 、 佐 藤 栄 作 の 息 子 の 洋 服 の お さ が り を 中 谷 氏

が も ら っ た り し て い た そ う だ 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 戦 直 後 の 1 9 4 5 年 9 月 末 に 、東 京 の 田 園 調 布 に 戻 っ た 。中 谷 家 の

本 籍 は 田 園 調 布 に あ り 、 祖 父 の 才 治 が 勤 め て い た 三 菱 を 退 社 し た 際

に 田 園 調 布 に 居 を 構 え 、 そ れ 以 来 一 家 は こ こ に 住 ん で い た 。  

 戦 場 に 赴 い て い た 信 之 氏 は 、 終 戦 を マ ニ ラ で 迎 え 、 無 事 日 本 に 帰

国 し た も の の 、 東 京 に 帰 っ て か ら 1 週 間 後 に 4 2 歳 の 若 さ で こ の 世

を 去 っ た 。 幼 い 4 人 の 子 供 を 残 し て の 病 死 だ っ た 。 父 親 の 死 は 、 一

家 の 生 活 を 一 転 さ せ 、 母 親 も 子 供 た ち も そ の 後 の 生 活 に 苦 労 を 強 い

ら れ た 。 田 園 調 布 の 家 は 戦 災 で 焼 か れ 、 父 親 が 病 死 し た こ と で 、 家

族 5 人 は 父 親 の 生 ま れ 故 郷 の 今 治 に 1 9 4 6 年 2 月 に 引 き 揚 げ 、 新

し い 生 活 を ス タ ー ト さ せ た 。 こ う し て 、 戦 災 と 父 親 の 死 が 、 1 2 歳

を 迎 え た ば か り の 中 谷 氏 を 今 治 に 導 い た の で あ る 。  

 中 谷 氏 は 、今 治 市 立 常 盤 小 学 校 6 年 の 3 学 期 か ら 転 入 し 、そ の 数

 

（ 写 真：中 谷 稔 氏 提 供 ） 

4 歳 の 頃 の 写 真  

LOOKS
ノート注釈
岸信介の実弟。1948年民主自由党に入党し、第2次吉田内閣の官房長官に就任。のち、郵政相、建設相、国務相などを歴任し、1964年に内閣総理大臣となる。ILO条約の承認や日韓条約の調印、沖縄返還協定の調印などを実現した政治家として有名。政治家になる以前、1924年に鉄道省に入り運輸次官を務めた。

LOOKS
ノート注釈
新幹線の父と呼ばれる機械工学者。1925年に鉄道省に入り、蒸気機関車の設計に従事。1949年国鉄を退任し、住友金属工業に入社するも、1955年に国鉄に復職。国鉄技師長として東海道新幹線を立案。
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ヶ 月 後 、 受 験 し て 愛 媛 県 立 今 治 中 学 校   へ 入 学 し た 。 入 学 と 同 時

に 新 聞 配 達 を は じ め 、 そ れ か ら お よ そ 6 年 間 、 朝 の 4 時 か ら 6 時

ま で の 2 時 間 、 毎 日 欠 か さ ず 働 い た 。 月 2 , 0 0 0 円 の ア ル バ イ ト 代

だ っ た が 、当 時 の 社 会 人 の 初 任 給 が 5 , 0 0 0 円 だ っ た こ と を 考 え る と 、

母 親 を 含 め た 一 家 5 人 の 生 活 費 の 足 し に は な っ た 。母 親 は 、阿 部 ( 株 )

か ら 綿 織 物 の 半 反 物 を 譲 っ て も ら い 、 そ れ を 売 っ て 生 計 を 立 て た 。

阿 部 ( 株 ) と は こ の 頃 か ら の 付 き 合 い で 、 中 谷 氏 が 阿 部 ( 株 ) の た め に

最 後 ま で 尽 く し た の は 、 恩 返 し の 意 味 も あ っ た 。  

 高 校 は 1 9 4 9 年 の 高 等 学 校 再 編 成 に よ り 設 立 さ れ た 愛 媛 県 立 今 治

西 高 等 学 校   に 学 び 、卒 業 後 の 1 9 5 2 年 4 月 、大 阪 市 立 大 学 商 学

部 の 夜 間 部 に 入 学 す る と 同 時 に 、 大 手 繊 維 問 屋 の 岩 田 商 事 ( 株 ) に 入

社 し た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

LOOKS
ノート注釈
1901年に愛媛県立西条中学校の分校として設立認可され、1905年に独立して愛媛県立今治中学校となる。1947年の学制改革をうけて、1948年に愛媛県立今治第一高等学校として開校。翌年の1949年9月、高等学校再編成により愛媛県立今治西高等学校として再スタート（普通科と工業科の2科）。1952年に工業化が独立し、愛媛県立今治工業高等学校が創設され、現在に至る。

LOOKS
ノート注釈
1901年に愛媛県立西条中学校の分校として設立認可され、1905年に独立して愛媛県立今治中学校となる。1947年の学制改革をうけて、1948年に愛媛県立今治第一高等学校として開校。翌年の1949年9月、高等学校再編成により愛媛県立今治西高等学校として再スタート（普通科と工業科の2科）。1952年に工業化が独立し、愛媛県立今治工業高等学校が創設され、現在に至る。


